
先週の木曜日、早くも第１

回目の水泳授業を行うことが

できました。昨年度は使わせ

てもらえるプールがなかなか

見つけられず、９月になって

やっと水泳授業を始めること

ができました。

校舎には運動スペースはあっ

ても体育館はないので、全身

運動でしかも１人１人の実態

に応じた指導ができる水泳の

授業は大変重要です。子ども

達に運動時間を確保すること

は、この国で生活していく上

で十分に配慮しなければなら

ない問題だと思います。

日本ではほとんどの子ども

達が徒歩で登下校しています。

毎日重いカバンを背負ってあ

る程度の距離を歩くだけで、

かなりの運動量になります。

雨さえ降らなければ、休み時

間のたびに戸外で運動するこ

とだってできます。戸外が無

理でも体育館を使うことだっ

てできるでしょう。こんなふ

うに、日本であればあまり運

動を意識しなくても、普段の

生活の中でかなりの運動をし

ているはずなのです。

ところがこの国ではそうは

いきません。意識的に運動の

機会を確保しなければ、普段

の生活をしていて十分な運動

量はとてもとれません。子ど

も達の健全な成長には、しっ

かりと体を動かすことは欠か

せないのです。

そのためにも水泳授業の時

間を充実させていきたいと思

います。個々の実態に応じて、

適度な負荷をかけた練習がで

きる水泳は、本当に良い運動

だと思います。正味１時間を

プールの中で活動するのは相

当ハードな面もあります。体

力・泳力・発達段階等を考慮

し、１人１人の力を確実に伸

ばすことができるように指導

していきたいと思います。

ホール入り口の壁面に「連

絡ボード」を設置しました。

今年度いろいろと変わった部

分があるため、子ども達が自

分で確認できるようにと考え

ました。朝読書や全校集会の

有無、昼食や掃除の場所など、

その日の動きはもちろん必要

な連絡を分かりやすく伝えて

いくためのものです。

毎朝登校時に確認して、少

しでも自分で考えて行動でき

るようになれば良いと思いま

す。「連絡ボード」を見るこ

との習慣化を図り活用してい

きたいと思います

第６号 校長室便り 平成２２年４月１８日
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｢連絡ボード｣の設置

力強いバタ足で上がる水しぶき!！ どのグループも精一杯取り組んでいます

分かりやすく表示されています



昨日の中間休みに、児童生

徒会執行部が全校のみんなを

ホールに集めていました。そ

の場で執行部手作りの名札を

全員に配り、早くみんなの名

前を覚えようと呼びかけてい

ました。さすが執行部、とて

も素晴らしい配慮だと感心し

ました。

昨年度は全校で集まったり

行動したりする機会がほとん

どでしたが、今年度は今まで

とは違っています。毎日の弁

当も全校やグループで食べる

日の方が少なくなっています。

学校で行っている体育の授業

も、小学部１年生から４年生

までと小学部５年生以上との

二つに分かれています。休み

時間だけは今まで同様、みん

なが一緒になって楽しく遊ん

でいます。

お互いの関係を近づけるた

めには、どんなに小規模であっ

ても早くみんなの名前を覚え

た方が良いに決まっています。

顔と名前が一致してはじめて

友達になれたように感じるこ

とができるのだと思います。

みんなの顔と名前を誰もが分

かっているからこそ、小規模

校の良さを発揮することもで

きるのです。

そのための取り組みを執行

部のみんなが考えてくれたこ

とは、本当に嬉しいことだと

思います。またこの配慮には、

これから転入してくる友達の

ことも考えてのことと聞き、

ますます感心しました。誰で

も新しい環境に慣れるまでは

不安なものです。その不安を

できるだけ早くなくしてあげ

ようというところにまで考え

がおよんでいるのが、何より

も素晴らしいと思います。

日本人学校に通う子ども達

は、みんなが学校をかわると

いう経験を持っています。だ

からこんな配慮も生まれてく

るのではないでしょうか。自

分の経験を生かし、周りの友

達のことまで考えることがで

きる優しさを大切にしてほし

いと願うと共に、そういう面

の指導を大事にしなければな

らないと思っています。
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執行部手作り「みんなの名札」
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登校後名札をつけています

名札を胸に遊んでいます
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･

教室での元気良いあいさつ



日本の雑誌の中に、大変興

味深い記事を見つけたので紹

介します。「早期教育効果は

小学生で消える」という内容

で、私自身考えさせられるこ

とがずいぶんありました。

お茶の水女子大学の内田伸

子教授（発達心理学）の話。

子どもの学力格差は親の所

得格差ではなく、親子のかか

わり方が大きく影響している。

たしかに「読み・書き」能力

だけみれば、３歳では親の所

得や教育投資額が多いほど高

かった。しかし、その差は子

どもの年齢が上がるにつれて

縮まり、小学校入学前に消滅

した。文字などの早期教育の

効果はわずか、数年しか続か

ないのだ。また、別の研究で

も、漢字の習得では、早期教

育を受けなかった子どもとの

差は小学校２年生ごろに消滅

し、むしろ国語嫌いは早期教

育を受けた子に多かったとい

うこともわかっている。(中略)

語彙力というのは自律的思

考力を支えるものです。所得

が低い家庭であっても、子ど

もとのふれあいを大事にして、

楽しい経験を共有するような

『共有型』の養育スタイルの

家庭の子どもの語彙得点は高

いのですが、所得が高くても

大人の思いを押しつけ、トッ

プダウンで禁止や命令、体罰

などを多用する場合は子ども

の語彙の成績は低いのです。

他の子どもとの比較や勝ち負

けの言葉を多用するとか、子

ども中心で親が犠牲となる教

育も、学力基盤を育むのに効

果はありません。つまり親の

「人間力」こそ、子どもの語

彙力の発達には重要だという

ことだ。しかも、この語彙力

こそ学童期以降の子どもの学

力と関連がある。

また、文字を習得している

幼児と習得していない幼児に、

それぞれ空想でお話をつくっ

てもらったところ、文字を習

得していない子どもの方が想

像力豊かな内容だった。幼児

期には五感を使って親子で体

験を共有することが大切です。

親子のコミュニケーションや

会話のやりとりを通じて、子

ども自身が考えて判断し、親

子の絆が深まっていく中で子

どもの語彙力は豊かになる。

お金をかけなくても子どもは

伸びるのです。

この記事から、子どもに接

する周りの大人の関わり方が

いかに重要であるかを感じま

した。私達自身が「人間力」

を高めていかなければならな

いと思いますし、子ども達と

のコミュニケーションを十分

にとる努力をしなければなら

ないと思います。
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遊びは大切な人間関係作りの場

少人数学校の良さはいろいろな場でコミュニケーションの密度が高まることではないでしょうか･･･



昨日紹介した記事にはまだ

続きがあります。さらに重要

だと思われる内容が残ってい

ますから、引き続き紹介した

いと思います。

小児科医で、お茶の水女子

大学の榊原洋一教授は、著書

『子どもの脳の発達臨界期・

敏感期』の中で、脳神経学的

に胎児期や乳幼児期の早期教

育の有効性を正当化する科学

的根拠はないとしている。む

しろ、早期教育の弊害として

一番心配されるのは、子ども

のストレスだ。早期教育を受

けている幼児は、受けていな

い幼児に比べてストレスが高

かった。さらに早期教育を受

けている幼児は、昼間の幼稚

園での活動が鈍くなっていた。

幼稚園後の「お勉強」に備え、

日中は活動を休止して子ども

なりに心と体のバランスをとっ

ているのだろう。日中の活動

の低下は子どもの発育にとっ

てよくはない。

子どものストレスは早期教

育で終わらない。小学校に入

れば塾通い、中学受験、それ

が終わっても高校・大学受験

と常に急き立てられていく。

塾や学習教室での先取り学

習も逆の効果を生む危険性が

ある。塾などで勉強したこと

を学校で「復習」する状態が

常に続くと、学校での勉強が

つまらなくなる。塾に通う子

どもの中には「（学校の勉強

は）簡単すぎてばからしい」

と言う子どももいる。こうし

た子どもたちは、結果として

学校の勉強に対するモチベー

ションが低下し、集中力も低

下する。それこそが中学校以

降の学力低下につながりかね

ないのだ。

だが、榊原教授は早期教育

や中学受験に熱心な親たちを

一概には非難できないと話す。

格差が広がるばかりの社会で、

親が子どもの幸せのためにで

きることといえば、よりよい

教育を受けさせることと思い

つめるのも無理からぬことだ

からだ。フラッシュカードで

天才児が育つかのような、教

育産業のマニュアル化した教

材は魅力的に見える。

榊原教授はこう話す。

「早期教育が子どものストレ

スにならず『親子のふれあい』

に寄与する程度なら使っても

良いでしょう。」

早期教育の効果はわずか数

年足らず。だが、子どものス

トレスは成長した後も心に長

く重くのしかかる。

内田教授は、

「子どもはお母さんが大好き

だから嫌とは言わない。だか

らこそ、親は子どものストレ

スのサインを見逃してはいけ

ない」と話している。

【アエラ(４月２６日号）から】

昨日から紹介しているこの

記事を読んで、私は「学校が

楽しい！」と子ども達が思え

ることが最も大切なことでは

ないかと感じました。学校が

楽しいということは授業が楽

しいということでもあります。

早期教育や先取り学習が、

かえって学校を楽しくない場

所にしてしまうのなら、子ど

も達にとって不幸なことだと

思います。「分かる・できる・

関わる・伸びる」そういう喜

びと楽しさを、少しでも多く

味わうことができる学校にし

ていきたいと思います。
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楽しい全校でのお弁当の時間

先生と一緒に遊ぶ休み時間毎朝元気良く登校してきます



児童生徒数が増えたことも

あり、今年度は５つの委員会

（昨年度は４つ）を組織しま

した。小学部１年生から誰も

がどこかの委員会に属し、み

んなのための活動に取り組み

ます。

各委員会で目標や活動内容

を相談し、それを知らせるた

めの掲示物作りをしてきまし

た。そして昨日の５時間目に、

各委員会から前期の活動につ

いて発表会を行いました。

それぞれの委員会が発表の

仕方にも工夫を凝らし、聞い

ているだけでも楽しい時間に

なりました。人前での発表に

あまり慣れていなかったり、

みんなの前で発表するのが今

年度初めてであったり、やは

り緊張している様子もうかが

えました。しかし、誰もが自

分に任された部分の説明をしっ

かりとできたのは、とても立

派だったと思います。

小規模校では何をするのに

も、みんなで協力することが

必要になってきます。委員会

活動は、この協力することを

経験する貴重な場です。また

自分のためだけでなく、みん

なのために自分の力を尽くす

ことの大切さを学ぶ場でもあ

ります。

自分が誰かの役に立ってい

る、何かの役に立っていると

感じることによって、自尊感

情とか自己肯定感というもの

を育むことができます。現代

の子ども達には、この経験を

させることが大変重要ではな

いかと感じています。

みんなで力を合わせ、みん

なのために活動する委員会活

動を、充実したものにしてい

きたいと思います。

第１０号 校長室便り 平成２２年４月２２日
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みんなのために!！

執行部
目標
【計画的に活動する!！】

昼食委員会
目標
【みんなが安心して食べら
れるようにつくえをきれ
いにふく】

美化委員会
目標
【学校よかがやけ!!】

生活安全委員会
目標
【みんなが安全にすごせる
ように活動する！】

図書太郎委員会
目標
【みんながたくさん本を読
めるようにする！】


